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＜連絡事項＞

· 水分補給について今まで、水ものにむせる患者様に対してお茶やポカリの寒天を提供していましたが、栄養士が一人退職になることにより寒天を作ることが難しくなるということで、提供の仕方が変わることになります。栄養士の方で、お茶やポカリは用意できるとの事でしたので、病棟スタッフがトロミアップでトロミをつけて提供するという形で様子を見ていきましょう。（今まで、寒天で水分補給をしてきた患者様は、三浦一男様、高森清八様、奥利うめ様、長根實様、長坂才次郎様）

· 永洞　恭子様･･･ズボンのサイズがきつくなってきているようですので、発注先、発注方法を確認後、発注していきましょう。又、保清のため陰部洗浄を実施していきましょう。入浴日以外の日（火・木・土）に行っていきましょう。

· 本日歯科受診あり、ネーム付けに河村勝男様の義歯を出しています。

· 前野　好三様･･･点眼液1本、下剤7日分継続処方となっています。排泄状況観察して　　いきましょう。

· 北山　和子様･･･ハロマンス１Ａ（3/21実施）処方となっています。

· 山下　ヨシ様･･･下剤1本処方となっています。排泄状態を観察していきましょう。

· 長坂　才次郎様･･･利尿剤、整腸剤、ビタミン剤各７日分継続処方となっています。排　　　　　　　　　　　　泄状況など観察していきましょう。

＜ＯＴ作業報告＞

· 月に一回栄養士のほうから栄養指導を行っていただいていましたが、栄養士が一人退職となるため、今後どうしていくか栄養士と話し合い検討していきたいと思います。

（Ａユニット）

· 田端　玲子様･･･最近状態の不安定さあり、自分勝手な行動や確認行為がみられています。また、対人交流がうまくできていないようすですので、注意して観察しトラブルなどのないよう介入していきます。

· 角谷　育子様･･･田端様の行動に対して過干渉みられ口論となることあります。介入し声掛けするも納得できていない様子で、その後も田端様への干渉みられている状態です。今後もトラブルにならないよう様子観察し声掛け介入していきましょう。

（Ｂユニット）

· 山下　ヨシ様･･･貼り絵を積極的に行われていましたが、先週頃より「いいです」と遠慮がちとなり行われないことあり状態不安定さみられています。今後も継続して声掛けし参加促していきます。

（Ｃユニット）

· 瀬川　はな様･･･「今日帰ります」と発言聞かれ、積極的に行われてきた貼り絵も行われずにいる状態です。臥床気味となられている為、引き続き声掛けし参加を促していきます。

· 中森　みや子様･･･他患者様が独語されているのを自分が何か言われたものと勘違いさ

れ被害的になられていることあります。独語も聞かれ状態不安定さみられています。

ドリルも導入していましたが、一旦止めにし他の患者様と同様にプログラムへの参加を促していきます。

（Ｄユニット）

· 長根　實様･･･今週よりホールへでてプログラムへ参加していただいています。以前より、体の動きや反応の鈍さがみられています。傾眠されていることもありますので、生活リズムを改善していく為にも引き続き参加していただき声掛けしていきます。

· 石橋　ツル様･･･身体不調の訴え聞かれ声掛けするも「できない」と話し、離れて過ごしていること多いです。状態おちついてきたら再度声掛けしていき参加を促していきます。

（今後の計画について）

· 生活機能回復訓練ＡＢ、ＣＤユニットで、午前2時間、午後2時間で実施しています。

計画作成書式を変更する予定です。計画書提出は前月の20日です。各月毎に担当をつけてあります。

実施記録もありますので、プログラム実施後、患者様の様子・状態をパソコン内の実施記録へ入力していきます。

＜入院精神療法報告：瀧澤＞

· 入院して６ヶ月未満の患者様対象

· 土曜日の午前ＣＤユニット10時～11時

　　　　　　午後ＡＢユニット14時～15時で実施

目的：昔のことを振り返っていただく。様々な物品を用意し視覚、嗅覚、聴覚的刺激を与え昔の記憶を思い出していただく。患者様同士で話を共有して安心感を与える。

効果：見当識、情緒の安定、意欲向上

（11日の実施報告）

· テーマ「卒業式について」

学生時代のことを話して頂いたり、制服や卒業証書を用いて話を進めていきました。

· ＣＤユニット･･･一生に１、２度しか経験しないことであったせいか全体的に静かで反応が薄かったです。特定の患者様のみ発言されていました。卒業になじみのある「仰げば尊し」を歌って頂くと皆様歌われていました。途中抜ける患者様もおらず穏やかでした。

　　・石橋　ツル様･･･声掛けに対し「忙しいから」と拒否的でおられましたが、時間を置いてから再度声をかけると参加してくださっています。

· ＡＢユニット･･･鮮明に覚えておられ発言多く聞かれていました。

・久保田　トミエ様･･･不機嫌さあり、「忙しい」と拒否的でした。時間をおいて再度声をかけに行くも不機嫌さ続いておられます。お話会へいきませんかと声をかけると「何も話せない」と話さなければいけないという思いがあるようですので、今後参加していただけるよう声掛けを工夫していきます。

＜ＮＣＰ評価検討＞

野里朝子様プラン変更しています。

現在の状態：身体機能低下著しく、歩行困難、自力での排泄困難あり。

　　　　　　低蛋白血症、下半身浮腫著明で、仙骨部縟瘡発生している。貧血あり。

＃１　身体機能低下

Ｐ１　浮腫の軽減　　　　　　　　　　　　　　Ｐ２　縟瘡改善・予防

1 浮腫の状態観察　　　　　　　　　　　　　①　排泄後の清拭・陰部洗浄

2 下肢挙上　　　　　　　　　　　　　　　　②　体位変換と排泄介助

3 腹圧による排尿介助、尿量測定　　　　　　③　食事摂取状況観察し

4 毎朝体重測定する　　　　　　　　　　　　　　取れないときは捕食で対応

5 食事摂取状況

体位変換と排泄介助についての時間割がありますので各自目を通しましょう。







































































































